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「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相」の訂正と補遺
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要旨　筆者らは「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相その 1」（大木ほか 2022）および「枝幸郡
枝幸町周辺の甲虫相その 2」（大木ほか 2023）によって枝幸町とその隣接地域から合計
61 科 733 種の甲虫を記録した。後日そのうち 5 種に同定誤りがあったことが判明した
ので、本報告でその訂正を行う。また、未同定であった標本の同定、新しい文献記録の
発見等により枝幸町周辺の甲虫相に追加すべき種があるので、合わせて本報告で記録す
る。これにより枝幸町周辺から記録された甲虫は 61 科 746 種となる。
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1. 初めに
筆者らは、内藤準哉氏、松本忠之氏と共著で、

本誌に「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相その 1」およ
び「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相その 2」と題して、
枝幸町とその隣接地域に生息する甲虫類（昆虫綱
鞘翅目）の目録を発表した（大木ほか 2022, 大
木ほか 2023。2 編を総称して以下「前報」とい
う）。後日、前報で記録した種の中に 5 種の誤同
定があったことが判明し、それらを早期に訂正す
ることが必要となっている。一方、前報の発表後
に、枝幸町周辺の甲虫類に関する複数の文献記録
が発表または発見された。さらに、前報において
種までの同定ができず目録に収録できなかった標
本の一部について専門家の同定が得られ、または
新しい文献の発表によって筆者ら自身で同定する
ことが可能となった。これらの事情によって新た
に枝幸町周辺のファウナに追加されるべき種があ
る。以上の事情を考慮し、前報の訂正と補遺を報
告する。

2. 調査の方法
（既存標本の再同定）

前報の準備段階で筆者らが同定できなかった標
本、前報の発表後に他の研究者から誤同定の可能
性の指摘を受けた標本について、再同定を行った。
再同定は原則として各分類群の専門家に依頼した
が、同定の指針となる新しい文献が発表された分
類群については、筆者ら自身が行った場合がある。

（文献記録の調査）
前報の発表後に発表されるか、前報の発表以前

に発表されたもので新たに筆者らが入手した学会
誌等から、枝幸町周辺で採集された甲虫類の記録
を抽出した。

3. 調査の結果
誤同定・未同定標本の同定、新しい文献記録の

発表・発見等によって新たに枝幸町周辺のファウ
ナに加えられる甲虫の種の目録を、別表 1 に示
した。別表 1 では、科毎に以下の 3 部構成で種
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を配列している。
a. 誤同定の訂正

前報における同定が誤っていた以下の 5 種（文
献記録が訂正されたものを含む）を削除し、再同
定結果を示した。

（ ガ ム シ 科 ）（ 誤 ）Sphaeridium scarabaeoides 
Linnaeus　 エ ン マ ハ バ ビ ロ ガ ム シ →（ 正 ）
Sphaeridium lunatum Fabricius　キタエンマハバビ
ロガムシ

（ コ キ ノ コ ム シ 科 ）（ 誤 ）Mycetophagus 
obsoletesignatus Miyatake　アシボソコキノコム
シ→（正）Mycetophagus hillerianus Reitter　ヒレ
ルコキノコムシ

（カミキリモドキ科）（誤）Nacerdes waterhousei 

(Harold)　アオカミキリモドキ→（正）Nacerdes 
bicostata (Lewis)　ヤマアオカミキリモドキ

（ハムシ科）（誤）Cassida japonica Yasutomi ミ
ドリカメノコハムシ →（正）Cassida rubiginosa 
(Müller)　アオカメノコハムシ

（ハムシ科）（誤）Sphaeroderma placidum Harold
　ムネアカタマノミハムシ→（正）Sphaeroderma 
balyi Jacoby　フキタマノミハムシ
b. 追加種

新しい文献記録の発表・発見、未同定標本の同
定等によって新たに枝幸町周辺のファウナに加え
られる種を示した。
c. 既記録種の追加記録等

前報において既に枝幸町周辺から記録されてい
る種のうち、未同定標本の同定等によって記録が
追加された種と、新しい文献記録が発表・発見さ
れた種を示した。新しい記録が、前報で記録がな
かった植生帯からの記録である場合はその旨を注
記した。

別表 1 に収録された種の族までの配列は、前
報と同じく「神奈川県昆虫誌 2018. コウチュウ
目」（平野ほか 2018）に、それ以下の配列は参
考文献に記載した図鑑または属名・種名のアル
ファベット順による。

別表 1 枝幸町周辺から記録された甲虫の目録（訂

正と補遺）
文献記録以外の標本の採集者名を、芳賀馨 : 

（H）、大木裕 : （O）と表記した。
文献記録以外の標本は、特記なき場合は筆者ら

（専門家に同定依頼した標本は同定者）が保管し
ている。

［1］HYDROPHILIDAE ガムシ科
a. 誤同定の訂正
1. �（ 誤 ）Sphaeridium scarabaeoides Linnaeus　 エ

ンマハバビロガムシ
［文献記録］神威岬（中谷ほか　2006）
（正）全データを削除
従来日本本土に生息する Sphaeridium 属の種は

S. scarabaeoides 1 種とされていたが、Suzumura 
（2020）によって同属の近似種 S. lunatum キタエ
ンマハバビロガムシが北海道から発見された。中
谷氏は、過去に自身が「北見神威岬」から記録し
た「エンマハバビロガムシ」の標本（1 ♂ 1 ♀）
を再同定し、2 個体ともキタエンマハバビロガム
シであったと述べている（中谷　2023）。
b. 追加種
1. �Sphaeridium lunatum Fabricius　キタエンマハ

バビロガムシ
[ 文献記録 ] 神威岬（中谷　2023）

2. Cercyon algarum Sharp　ヒメケシガムシ
[ 追加 記 録 ]2exs., 神威 岬 , 16.VII.2019(H: 岩

礁に堆積した海藻下 ); 1ex., 北見幌別川河口右
岸 , 29.VII.2018(H: 岩 礁 に 堆 積 し た 海 藻 下 ); 
1 ♂ +2exs., 乙忠部 ニウシナイポ川河口左岸 , 
22.VII.2020(H: 砂浜の塵芥下 )
3. Cercyon aptus Sharp　コケシガムシ

[ 文献記録 ] 下幌別（Suzumura et al. 2022）
[ 追 加 記 録 ]4exs., 北 見 幌 別 川 河 口 右 岸 , 

28.VII.2018(H: 砂浜の塵芥下 ); 1ex., 北見幌別
川河口右岸 , 29.VII.2018(H: 岩礁に堆積した海
藻下 ); 1ex., 乙忠部 ニウシナイポ川河口左岸 , 
22.VII.2020(H: 砂浜の塵芥下 )
4. �Cercyon numerosus Shatrovskiy　エゾケシガム

シ
[ 追加記録 ]2 ♂ , 神威岬 , 16.VII.2019(H: 岩礁

に堆積した海藻下 ); 16exs., 北見幌別川河口右岸 , 
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28.VII.2018(H: 砂浜の塵芥下 ); 17exs., 北見幌別
川河口右岸 , 29.VII.2018(H: 岩礁に堆積した海藻
下 ); 2 ♂ 2 ♀ +9exs., 乙忠部 ニウシナイポ川河口
左岸 , 22.VII.2020(H: 砂浜の塵芥下 )
5. Cercyon setulosus Sharp　ナガケシガムシ

[ 文献記録 ] 問牧（Suzumura et al. 2022）
[ 追 加 記 録 ]25exs., 北 見 幌 別 川 河 口 右 岸 , 

28.VII.2018(H: 砂浜の塵芥下 ); 35exs., 北見幌別
川河口右岸 , 29.VII.2018(H: 岩礁に堆積した海藻
下 ); 1 ♂ 1 ♀ +6exs., 乙忠部 ニウシナイポ川河口
左岸 , 22.VII.2020(H: 砂浜の塵芥下 )

2 ～ 5 の 4 種については、未同定であった筆
者 ら の 採 集 品 を Suzumura et al.（2022） お よ
び Шатровский（1989）によって同定すること
ができたので記録する。そのうち C. aptus と C. 
setulosus の 2 種は、前者の文献によって枝幸町
内から既に記録されている。
c. 既記録種の追加記録等
1. Cercyon dux Sharp　フチトリケシガムシ

[ 追加記録 ]2 ♂ 2 ♀ , 神威岬 , 16.VII.2019(H: 
岩礁に堆積した海藻下 ); 2 ♂ 2 ♀ , 北見幌別川河
口右岸 , 28.VII.2018(H: 砂浜の塵芥下 ); 2 ♀ , 北
見幌別川河口右岸 , 29.VII.2018(H: 岩礁に堆積し
た海藻下 )

本種は大木ほか（2022）で文献記録を引用し
た種であるが、未同定であった筆者らの採集品
を Suzumura et al.（2022） お よ び Шатровский

（1989）によって同定することができたので記録
する。

［2］LEIODIDAE タマキノコムシ科
b. 追加種
1. �Leiodes irregularis Portevin　エトロフオオタマ

キノコムシ
[ 追加記録 ]1ex., 歌登辺毛内 健康回復村の少し

下流 , 24-27.VII.2018(H: トドマツ等二次林縁の
沢岸の衝突版トラップ )

上記の種については、未同定であった筆者らの
採集品を Hoshina（2012）によって同定するこ
とができたので記録する。

［3］SCIRTIDAE マルハナノミ科（* を付した個体

は吉富博之同定）
b. 追加種
1. �Contacyphon variabilis （Thunberg）　 チ ビ マ ル

ハナノミ
[ 追 加 記 録 ]1 ♂ (*), 北 見 幌 別 川 河 口 幌 別

橋 上 流 右 岸 , 18.VII.2019(H: 湿 地 の ア シ 等 の
スィーピング ); 1 ♀ (*), 音標川河口音標橋左岸 , 
18.VII.2019(H: ワンドの草本の踏み倒し )

上記の種については、未同定であった筆者らの
採集品を吉富博之博士に同定していただいたので
記録する。本種は海外では千島列島、ヨーロッパ、
北アフリカ、中米、北米、ニュージーランドに分
布し、国内では北海道東部のみから記録されてい
た、国内道特産種である（Yoshitomi 2005）。
c. 既記録種の追加記録等
1. �Scirtes japonicus （Kiesenwetter）　 ト ビ イ ロ マ

ルハナノミ
[ 追加記録 ]1 ♂ (*), 北見幌別川河口 幌別橋上

流右岸 , 18.VII.2019(H: 湿地のアシ等のスィーピ
ング )

本種は前報で記録された種であるが、上記の標
本が新たに同定された。
2. �Nyholmia ainu （Nakane）　アイヌチビマルハナ

ノミ
[ 追 加 記 録 ]1 ♂ (*), 加 須 美 峠 EL. 約 710m, 

19.VII.2020(H: ササ・ダケカンバ林縁の湿地の
スィーピング ); 1 ♀ (*), 北見幌別川河口 幌別橋
上流右岸 , 18.VII.2019(H: 湿地のアシ等のスィー
ピング )

本種は前報で記録された種であるが、上記の標
本が新たに同定された。これにより本種が海岸に
も生息していることが確認された。
3. �Contacyphon fuscomarginatus (Nakane)　キイロ

チビマルハナノミ
[ 追 加 記 録 ]2 ♂ (*), 加 須 美 峠 EL. 約 710m, 

19.VII.2020(H: ササ・ダケカンバ林縁の湿地の
スィーピング ); 1 ♂ (*), 北見幌別川河口 幌別橋
直上流右岸 , 15-18.VII.2019(H: アシ原の蛹粉ア
ルコールピットトラップ ); 1 ♀ (*), 北見幌別川河
口 幌別橋上流右岸 , 18.VII.2019(H: 湿地のアシ等
のスィーピング )
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本種は前報で記録された種であるが、上記の標
本が新たに同定された。これにより本種が亜高山
帯と海岸にも生息していることが確認された。

［4］ELMIDAE ヒメドロムシ科
b. 追加種
1. �Zaitzeviaria brevis (Nomura)　ヒメツヤドロム

シ
[ 文 献 記 録 ] 小 頓 別（Hayashi & Yoshitomi 

2015）
2. �Zaitzeviaria gotoi (Nomura)　ホソヒメツヤドロ

ムシ
[ 文 献 記 録 ] 小 頓 別（Hayashi & Yoshitomi 

2015）
3. �Zaitzeviaria ovata (Nomura)　マルヒメツヤドロ

ムシ
[ 文 献 記 録 ] 小 頓 別（Hayashi & Yoshitomi 

2015）
上記 3 種は、上記の文献記録が発表されたこ

とにより、枝幸町周辺のファウナに追加された。
いずれも 1976 年 8 月 26 日に故佐藤正孝博士に
よって採集された標本に基づく記録であり、標本
は愛媛大学ミュージアムに保管されている。

［5］ELATERIDAE コメツキムシ科
c. 既記録種の追加記録等
1. �Hypolithus littoralis convexus (Miwa)　キベリマ

ルヒサゴコメツキ
[ 文献記録 ] ウスタイベ（荒木 1995）; 川尻

（荒木 1995）
本種は大木ほか（2022）で記録された種であ

るが、上記の文献記録を新たに見出した。荒木 
（1995）は本種を青森県下北半島からも記録し、
それまで「本州からの記録はなかった」と述べて
いる。大木ほか（2023）ではこの文献を見落と
して、本種を国内道特産種に計上していた。後掲
の集計表（表 -1）を修正する際には、本種を国
内道特産種から除外した。

［6］NITIDURIDAE ケシキスイ科（* を付した個
体は久松定智同定）
b. 追加種
1. �Epuraea (Epuraea) melina Erichson　 ニ セ ヒ ゲ

ブトヒラタケシキスイ

[ 追加記録 ]1ex.(*), オフンタルマナイ川左岸
EL.240-320m, 27.VII.2018(H: 混交自然林縁のシ
モツケ類花上 )
2. �Epuraea (Epuraea) pallescens (Stephens)　 ウ ス

モンアカヒラタケシキスイ
[ 追加記録 ]1ex.(*), オフンタルマナイ川左岸

EL.240-320m, 27.VII.2018(H: 混交自然林縁のシ
モツケ類花上 )
3. �Epuraea (Epuraea) rubronotata Reitter　 ニ セ ホ

ソキヒラタケシキスイ
[ 追加記録 ]1ex.(*), オフンタルマナイ川左岸

EL.240-320m, 27.VII.2018(H: 混交自然林縁のシ
モツケ類花上 )
4. �Epuraea (Haptoncurina) paulula Reitter　マメヒ

ラタケシキスイ
[ 追 加 記 録 ]4exs.(*), ポ ロ ヌ プ リ 東 直 登 沢

EL.174-300m, 25.VII.2018(H: 混交自然林内 沢
沿いのシモツケ類花上 ); 1ex.(*), 歌登パンケナイ
川林道 EL.140-174m, 25.VII.2018(H: 混交自然林
縁のシモツケ類花上 ); 2exs.(*), オフンタルマナイ
川左岸 EL.240-320m, 27.VII.2018(H: 混交自然林
縁のシモツケ類花上 ); 2exs.(*), 徳志別川下流左岸
EL.20-30m, 15.VII.2019(H: 広葉樹自然林縁のシ
モツケ類花上 )

上記 4 種は、上記の標本を久松定智博士に同
定していただいたことにより、枝幸町周辺のファ
ウナに追加された。
c. 既記録種の追加記録等
1. �Epuraea (Micruria) bergeri Sjöberg　カクアシヒ

ラタケシキスイ
[ 追 加 記 録 ]1ex.(*), 神 威 岬 旧 道 山 側 , 

28.VII.2018(H: 風衝草地のスィーピング ); 1ex.
(*), 歌登桧垣町 , 24.VII.2018(H: トドマツ等土場
周囲のヤナギ等のスィーピング ); 1ex.(*), ポロ
ヌ プ リ 東 直 登 沢 EL.174-300m, 25.VII.2018(H: 
混交自然林内沢沿いのシモツケ類花上 ); 1ex.
(*), オ フ ン タ ル マ ナ イ 川 左 岸 EL.240-320m, 
27.VII.2018(H: 混 交 自 然 林 縁 の シ モ ツ ケ 類 花
上 ); 2exs.(*), オフンタルマナイ川右岸 EL.200-
240m, 27.VII.2018(H: 混交自然林縁のシモツケ
類花上 ); 3exs.(*), 徳志別川下流左岸 EL.20-30m, 
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15.VII.2019(H: 広葉樹自然林縁のシモツケ類花
上 )

本種は前報で記録された種であるが、上記の標
本が新たに同定された。これにより本種が海岸に
も生息していることが確認された。

［7］MYCETOPHAGIDAE コキノコムシ科
a. 誤同定の訂正
1. �（誤）Mycetophagus obsoletesignatus Miyatake　

アシボソコキノコムシ
[ 文献記録 ] 辺毛内桜井の沢川（大木ほか　

2023）；美深町紋穂内びふか温泉（大木ほか　
2023）
（正）全データを削除
柏崎昭氏からアシボソコキノコムシは北海道に

は記録がない種であるというご指摘をいただき、
宮武（1989）等の文献と照合して再検討した結
果、びふか温泉の個体はヒレルコキノコムシであ
ること、辺毛内の記録は誤転記であることが判明
した。
b. 追加種
1. �Mycetophagus hillerianus Reitter　ヒレルコキノ

コムシ
[ 追加記録 ]1ex., 美深町紋穂内びふか温泉 , 

28.VII.2021(O)
［8］OEDEMERIDAE カミキリモドキ科（* を付し

た個体は秋山秀雄同定）
1. （誤）Nacerdes waterhousei (Harold)　アオカミ
キリモドキ（一部）

[ 文献記録 ] 神威岬（大木ほか 2023）; ウスタ
イベ（大木ほか 2023）
（正）筆者らが採集した標本に基づく上記 2 地

点のデータを削除
ヤマアオカミキリモドキはアオカミキリモドキ

の 山 地 型「Xanthochroa waterhousei var. bicostata 
Lewis」として記載された種で、Švihla（1999）
によって独立種に昇格した。芳賀は高井泰氏から
誤同定の可能性をご指摘いただき、秋山（2000）
に掲載された両種の♂交尾器の図と標本を比較し
た。その結果、神威岬とウスタイベで採集し記録
した「アオカミキリモドキ」はヤマアオカミキリ
モドキの誤同定であったと判断した。大木は、前

報で未記録であった「アオカミキリモドキ」の
標本 2 個体を秋山秀雄氏に同定していただいた。
その結果、それらの標本はヤマアオカミキリモド
キおよびキクビカミキリモドキであることが判明
した。

アオカミキリモドキは黒澤ほか編 （1985）等
の図鑑において北海道に分布するとされているが、
秋山氏によれば、北海道で採集された真のアオカ
ミキリモドキの標本を見たことがないという。こ
のことから、大木ほか（2023）が文献記録とし
て引用した神威岬（中谷ほか 2006）とポロヌプ
リ山麓域（合地ほか 1994）の「アオカミキリモ
ドキ」もヤマアオカミキリモドキの誤同定である
可能性が高いと思われるが、それらの標本を実見
できていないので、現時点では文献記録として残
しておくこととする。
b. 追加種
1. �Nacerdes bicostata (Lewis)　ヤマアオカミキリ

モドキ
[ 追加記録 ]1 ♂ , 神威岬 ,16.VII.2019(H: シモ

ツケ類花上 ); 6 ♂ , ウスタイベ , 17.VII.2019(H: 
広葉樹二次林縁のシモツケ類花上 ); 1ex.(*), ウス
タイベ , 31.VII.2021(O)

前報で「アオカミキリモドキ」として記録し
た標本の他に、大木が採集したウスタイベ産の 1
個体が新たに同定された。
c. 既記録種の追加記録等
1. �Nacerdes atriceps atriceps (Lewis)　キクビカミ

キリモドキ
[ 追加記録 ]1ex.(*), ウスタイベ , 31.VII.2021(O)
本種は前報で記録された種であるが、上記の標

本が新たに同定された。
［9］CHRYSOMELIDAE ハムシ科
a. 誤同定の訂正
1. �（誤）Cassida japonica Yasutomi　ミドリカメノ

コハムシ
[ 文 献 記 録 ] ポ ロ ヌ プ リ 山 麓 域（ 合 地 ほ か 

1994）
（正）全データを削除
大木ほか（2023）において上記の文献記録を

引用したが、同文献の昆虫関連部分の執筆者で
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ある堀繁久氏から、上記の文献記録は Cassida 
rubiginosa (Müller) アオカメノコハムシの誤同定
であるとの連絡（私信）をいただいた。アオカ
メノコハムシは筆者らも採集し大木ほか（2023）
で記録しているので、記録種数が 1 種減となる。
2. �（誤）Sphaeroderma placidum Harold　ムネアカ

タマノミハムシ
[ 文 献 記 録 ] 目 梨 泊 無 線 山 中 腹（ 大 木 ほ か 

2023）；美深町紋穂内びふか温泉（大木ほか 
2023）
（正）全データを削除
滝沢春雄博士から誤同定の可能性をご指摘いた

だき、標本をお送りして同定していただいた結
果、目梨泊無線山中腹および美深町紋穂内びふか
温泉から記録された「ムネアカタマノミハムシ」
はフキタマノミハムシの誤同定であったことが判
明した。ムネアカタマノミハムシは林ほか編著

（1984）等の図鑑において北海道に分布するとさ
れているが、滝沢博士によれば、北海道で採集さ
れた真のムネアカタマノミハムシの標本を見たこ
とがないという。
b. 追加種
1. �Sphaeroderma balyi Jacoby　フキタマノミハム

シ
[ 追 加 記 録 ]1ex., 目 梨 泊 無 線 山 中 腹 , 

17.VII.2019(H: 下草のスィーピング ); 1ex., 美深
町紋穂内びふか温泉 , 3.VII.2015(O)

4. 集計表の修正
修正後の集計表を表 -1 に示す。枝幸町周辺か

ら記録された甲虫は 746 種で、前報に対して 13
種の追加となった。ただし文献記録として残し
た「アオカミキリモドキ」の標本が確認されれ
ば、それがヤマアオカミキリモドキと同定されて
1 種減となる可能性がある。国内道特産種は全体
で 83 種で、前報と同数となった。これは 3 章に
記載したとおり、チビマルハナノミが追加種とし
て加わる一方で、キベリマルヒサゴコメツキが本
州から記録されて国内道特産種から除外され、増
減が相殺されたためである。その他にも種数・構
成比の数値に軽微な変化が生じているが、前報で
述べた考察を修正する必要はないと考えている。
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